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第1章

序説
ATAVRAUTO300基板のご購入おめでとう御座います。この基板はATmega88のLIN通信実装
に関連するｺｰﾄﾞを素早く開発して新しい設計の試作と試験をする設計者に必要な全ての要素
を含みます。

1.1 概要 この資料はATmega88 AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ専用のATAVRAUTO300を記述します。この基板
は実演ﾌｧｰﾑｳｪｱを使って製品の容易な評価を許すように設計されています。

実演能力を増すために、この独立基板は数々の基板上資源(LIN、押し釦)を持ちます。

図1-1. ATAVRAUTO300

1.2 ATAVRAUTO300の
 特徴

ATAVRAUTO300は以下の特徴を提供します。

■　ATmega88 QFN32

■　AVR Studio® ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (注)

■　電源:

 - 調整された5V

 - LINｺﾈｸﾀから(LIN網給電)

■　JTAGｺﾈｸﾀ:

 - ﾁｯﾌﾟ上実装書き込み(ISP:In System Programming)用

 - JTAG ICEを使うﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用

■　直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ:

 - 1.3と2.0適合の1つのLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (LIN 1.3についてはAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄで利用可能なｿ
ﾌﾄｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)

■　基板上資源:

 - 1つの電圧調整器付きLIN送受信部

 - ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ(4+1方向)

■　ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ:

 - 内部RC発振器

■　寸法 : 45mm×45mm

注: ATmega88はAVR Studio 4.12またはそれ以降版によって支援されます。これの更新情報
とその他のAVRﾂｰﾙ製品については私たちのｳｪﾌﾞｻｲﾄを調べてください。AVR Studio、
AVRﾂｰﾙ、この使用者の手引きの最新版はAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄhttp://www.atmel.comのAVR
部で見つけることができます。
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第2章

ATAVRAUTO300の使用

2.1 概要

2.2 電源 基板上電源回路はLINｺﾈｸﾀを通して供給されます。

図2-1. 基板概要

LINｺﾈｸﾀATmega88

ISP
ｺﾈｸﾀ

調整器付き
LIN

送受信部

ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ

図2-2. 構成図

電源

LIN送受信部
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2.2.1 LIN給電 LINｺﾈｸﾀ電力線はATAVRAUTO300 LIN送受信部へVBATを提供するのに使われます。

LIN網はLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが動くように接続されなければなりません(DC 8～18Vの入力供給、5
頁の図2-3.をご覧ください)。

2.3 発振器供給元 ATAVRAUTO300は次のように1つだけの発振器供給元を許します。

■　内部RC発振器

注: CKDIV8(8分周)ﾋｭｰｽﾞが既定によって設定されています。実演応用の最初の段階は内部
発振器が8MHzで走るように前置分周器を以下のように解消することです。

CLKPR = (1<<CLKPCE); //! 前置分周器解消
CLKPR = 0;

2.3.1 内部RC発振器 走行時発振器校正を持つLIN従装置節点は内部RC発振器で使うことができます。

周囲温度と標準VCCで、内部発振器はLIN 1.3と2.0の仕様に適合するのに充分な精度です。
より広い温度や電力範囲についてはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄで入手可能な「AVR140 LIN応用のため
のATmega48/88/168系列内蔵RC発振器の走行時校正」応用記述で説明されるように内部
RC発振器の走行時校正を使うことができます。
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ATAVRAUTO300の使用

2.4 基板上の資源

2.4.1 LIN&電源 LIN端子台ｺﾈｸﾀは使用者自身のｺﾈｸﾀを選ぶことを許します。

注: LIN電源入力は逆電圧保護されます。

LIN送受信部制御はﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって実現されます。網管理はﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾎﾟｰﾄ構
成設定に依存します。

表2-1. LIN資源

機能 状態ﾎﾟｰﾄ 説明

Low LIN送受信部は休止動作
LIN_NSLP PD2

High LIN送受信部は標準動作

Low NISPｼﾞｬﾝﾊﾟ装着時MCUﾘｾｯﾄを実行
NRES_LIN PC6

High 活動なし

図2-3. LIN送受信部と電源
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注: LIN送受信部下の電圧保護はNISPｼﾞｬﾝﾊﾟを取り去ることによって禁止することができま
す。

注: NISPｼﾞｬﾝﾊﾟは書き込み時に取り去られなければなりません。

2.4.2 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ 4+1方向のｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸはATAVRAUTOEK1評価ｷｯﾄでのDC、BLDC、ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ電動機とLED
の応用に対して容易な使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ実装を提供します。

押し釦押下はﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの対応するﾋﾟﾝがLowに引かれさせ、一方で開放(非押下)はﾏｲｸ
ﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのそのﾋﾟﾝをHi-Zにさせます。

図2-4. ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ回路図
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2.4.3 LED ATAVRAUTO300は1つの入出力ﾋﾟﾝで実装された1つの緑LEDを含みます。これはATmega8 
8の”ﾎﾟｰﾄD3番ﾋﾟﾝ(PD3)”に接続されます。LEDをONにするには対応するﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝがLowﾚﾍﾞﾙ
に駆動されなければなりません。LEDをOFFにするには対応するﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝがHighﾚﾍﾞﾙに駆動
されなければなりません。

図2-5. LED回路図
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2.4.4 ﾌﾞｰﾄ 付加ｼﾞｬﾝﾊﾟ(BOOT)が追加されています。このｼﾞｬﾝﾊﾟは独自使用に利用可能です。

例えば、BOOTｼﾞｬﾝﾊﾟはﾎﾟｰﾄDの5番ﾋﾟﾝ(PD5)を読むことによって(例では実装されていない)
ﾌｧｰﾑｳｪｱによる応用からﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞへの切り替えに使うことができます。

ATAVRAUTO300の使用

図2-6. BOOTｼﾞｬﾝﾊﾟ
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2.5 実装書き込み
 (In-System Programming)

ATmega88は特別なSPI直列接続を使って書くことができます。この副項は書き込み器を接続
する方法を説明します。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM(そしてISP書き込み可能な全てのﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄの任意選択)は個別
または自動的な順次書き込み任意選択で書くことができます。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(DWEN)ﾋｭｰｽﾞが許可されると、AVR ISPを使うことができません。DWENﾋｭｰ
ｽﾞが禁止されていると、JTAGICE mkⅡはDWENﾋｭｰｽﾞ許可するためにISP動作で使われ
なければなりません。

注: 書き込み時、NISPｼﾞｬﾝﾊﾟが取り去られなければなりません。

2.5.1 ATAVRAUTO900
 ｱﾀﾞﾌﾟﾀの使用

AVR ISP書き込み器はATmega88での応用開発に対して簡潔で使い易い実装書き込みﾂｰﾙ
です。小さな大きさのため、既存応用の在野更新にも素晴らしいﾂｰﾙです。これはATAVRAU 
TO300によって給電され、従って追加の電源は必要とされません。

AVR ISP書き込みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはAVR Studio®に統合されます。

ISPやJTAGの動作形態を使って基板を書くには付加ｱﾀﾞﾌﾟﾀが使われなければなりません。JT 
AGICE mkⅡ装置に対しては10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀが使われ、AVRISP装置に対しては6ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀが使
われます。ATAVRATUO900ｺﾈｸﾀを基板に繋ぐには(ｱﾀﾞﾌﾟﾀの)矢印が(基板の)点の前でなけ
ればなりません。

図2-7. ATAVRAUTO900接続
JTAGICE ISP

矢印が点の前でなければなりません。

表2-2. ICEｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 TCK

2 GND

TDO3

VCC4

TMS5

NRES6

VCC7

N.C.8

TDI9

GND10

表2-3. ISPｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 MISO

2 VCC

SCK3

MOSI4

NRES5

GND6
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ATAVRAUTO300の使用

2.5.2 AVR ISP書き込み器
 での書き込み

AVR ISP書き込み器はATmega88での応用開発に対して簡潔で使い易い実装書き込み(In-Sy 
stem Programming)の道具です。小さい大きさのため、既存応用の在野更新に対する素晴らし
い道具でもあります。これはATAVRAUTO300によって給電され、従って追加の電源は必要と
されません。AVR ISP書き込み器を使ってﾃﾞﾊﾞｲｽを書くにはAVR ISPをｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ATAVRAUT 
O900)に接続し、このｱﾀﾞﾌﾟﾀをATAVRAUTO300のｺﾈｸﾀに接続してください。

図2-8. ATAVRAUTO900を使うAVR ISP書き込み器での書き込み

AVR ISP

注: より多くの情報についてはAVR Studioｵﾝﾗｲﾝ資料をご覧ください。

2.5.3 AVR JTAGICE mkⅡ
 での書き込み

ATmega88は特別なJTAG接続、3線ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使って書くことができます。ATAV 
RAUTO300でAVR JTAGICE mkⅡを使うにはATAVRAUTO900ｱﾀﾞﾌﾟﾀが使われなければなり
ません。以下の図2-9.で示されるようにその後にJTAG探針をATAVRAUTO300に接続するこ
とができます。

JTAGICE mkⅡをISP動作で使うため、ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ATAVRAUTO900)の”SCK”、”MISO”、”MOSI”
の3つのｼﾞｬﾝﾊﾟが接続されるべきです。

図2-9. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して接続するJTAGICE mkⅡ探針

JTAGICE mkⅡ

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)され、施錠ﾋﾞｯﾄが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にされると、
目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ内のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｼｽﾃﾑが活性にされます。RESETﾋﾟﾝがATmega88と
JATG間の通信中継器として構成設定されます。JTAGICE mkⅡはそれの制御を持たなけ
ればなりません。

注: より多くの情報についてはAVR Studio®ｵﾝﾗｲﾝ資料をご覧ください。

2.6 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

2.6.1 AVR JTAGICE mkⅡ
 でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ATAVRAUTO300はJTAGICE mkⅡとでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを使うことができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対しては図2-9.で示されるようにJTAGICE mkⅡを接続してください。AVR Studio®ﾍ
ﾙﾌﾟ情報を参照してください。
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第3章

技術的仕様
■ ｼｽﾃﾑ部

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  L=45×W=45×H=8 mm
 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  14 g

■ 動作条件

 ・ 内部電源 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5.0 V
 ・ 外部電源 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7～18 V
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第4章

技術支援

技術的支援についてはavr@atmel.comにお問い合わせください。技術支援要請時、以下の情
報を含めてください。

■ どの目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが使われたか (完全な部品番号)

■ 目的対象の電圧と速度

■ AVRのｸﾛｯｸ元とﾋｭｰｽﾞ設定

■ 書き込み方法 (ISP、JTAGまたは特定ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ)

■ PCBで見つかるAVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号

■ AVR Studioの版番号 (これはAVR Studioのﾍﾙﾌﾟ ﾒﾆｭｰで見つけることができます。)

■ PCのﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑと版番号/構築番号

■ PCのﾌﾟﾛｾｯｻ型と速度

■ 問題の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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第5章

全回路図

以下にATAVRAUTO300の次の資料が示されます。

■ 全回路図
■ 部品表
■ 組立図

図5-1. ATAVRAUTO300回路図

P
ag

e 
1
 o

f 
1

8
-
1
1
-
2
0
0
6

A
T

A
V

R
A

U
T

O
3
0
0

-
R
ev

. 
1
.0

C
o
p
yr

ig
h
t 

A
tm

el
 C

o
rp

o
ra

ti
o
n
 2

0
0
6

A

8

AB
BC

CD
D

8
7 7

66
5 5

44
3 3

22
1 1

1 2 3 4 5 6 7 8

2
4

2
3

2
2

2
1

2
0

1
9

1
8

1
7

A
T

m
eg

a8
8

U
2

16
15
14
13
12
11
10
9

25
26
27
28
29
30
31
32

LEFT

NRES

C
4

1
0
4V
C

C
5
V

D
G

L
E
D

C
M

S
緑

LED_G

R
2

3
3
0

V
C

C
5
V

P
D

3
(I
N

T
1
/
O

C
2
B

/
P
C

IN
T

1
9
)

P
D

4
(T

0
/
X

C
K

/
P
C

IN
T

2
0
)

G
N

D
V

C
C

G
N

D
V

C
C

P
B

6
(T

O
S
C

1
/
X

T
A

L
1
/
P
C

IN
T

6
)

P
B

7
(T

O
S
C

2
/
X

T
A

L
2
/
P
C

IN
T

7
)

(P
C

IN
T

9
/
A

D
C

1
)P

C
1

(P
C

IN
T

8
/
A

D
C

0
)P

C
0

A
D

C
7

A
R
E
F

A
D

C
6

A
V

C
C

(P
C

IN
T

5
/
S
C

K
)P

B
5

(PNCINT4/MISO)PB4
(PCINT3/MOSI/OC2A)PB3

(PCINT2/SS/OC1B)PB2
(PCINT1/OC1A)PB1

(PCINT0/CLKO/ICP1)PB0
(PCINT23/AIN1)PD7

(PCINT22/OC0A/AIN0)PD6
(PCINT21/OC0B/T1)PD5

PC2(ADC2/PCINT10)
PC3(ADC3/PCINT11)
PC4(ADC4/SDA/PCINT12)
PC5(ADC5/SCL/PCINT13)
PC6(RESET/PCINT14)
PD0(RXD/PCINT16)
PD1(TXD/PCINT17)
PD2(INT0/PCINT18)

L

JS
1

ｼ
ﾞｮ

ｲ
ｽ
ﾃ

ｨｯ
ｸ
S
W

C
en

te
r D R U

C
o
m

m
o
n

R
7

1
0
K

R
3

1
0
K

R
4

1
0
K

R
5

1
0
K

R
8

1
0
K

V
C

C
5
V

S
E
L

L
E
F
T

D
O

W
N

R
IG

H
T

U
P

2
1 3

4 6 8 1
0

5 7 9

IC
E
&

IS
P

IC
E
&

IS
P
用

ﾍ
ｯ
ﾀ
ﾞ

G
N

D
S
C

K
N

R
E
S

M
O

S
I

V
C

C
5
V

M
IS

O

G
N

D

C
5

1
0
4

V
C

C
5
V

U
P

S
E
L

S
C

K

1 2 3 4

8 7 6 5

C
2

4
.7

µF
/
6
.3

V

V
C

C
5
V

L
IN

送
受

信
部

V
R
E
G

3 2 1

L
IN

V
B

A
T

L
IN

0D1
MBR0540

C
1

1
0
4

A
T

A
6
6
2
0

U
1

V
C

C
V

S
L
IN

E
N

G
N

D
L
IN

N
R
E
S

T
X

D
R
X

D

C
3

2
2
1

DOWN
RIGHT

LIN_RXD
LIN_TXD
LIN_SLP

N
IS

P

N
R
E
S
_L

IN
N

R
E
S

R
1

1
0
K

V
C

C
5
V

MISO
MOSI

LIN_RXD

B
O

O
T

R
6

1
0
K

V
C

C
5
V

B
O

O
T



ATAVRAUTO300 使用者の手引き 11

全回路図

表5-1. ATAVRAUTO300部品表

指示子 参照基準説明 数量製造者 配置ﾊﾟﾀｰﾝ

U2 MPU ATmega88-16AZ Atmel 1 QFN5X5-32

U1 LIN送受信部 ATA6620 Atmel 1 SO8

DG LED CMS 緑 HSMG-C170 Agilent 1 LED CMS Agilent

D1 SBD,40V,0.5A MBR0540 ON 1 SOD123

C3 200pF X7R 50V Phycomp 1 0603

C1,C4,C5 0.1µF X7R 16V Phycomp 3 0603

C2 4.7µF/6.3V X5R 村田 1 0805

R2 330Ω RC22H Phycomp 1 0603

R1,R3,R4,R5,R6,R7,R8 10kΩ RC21 Phycomp 7 0603

JS1 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ EVQ-Q3AA15 Panasonic 1 5W Switch

NRES 押し釦SW KSC421JLFS ITT CANNON 1 BP SPNO

LIN 1×3端子台 20.101/3 IMO 1 IMO3 5mm

ICE&ISP 2×5ﾍｯﾀﾞ M50-3600542 HARWIN 1 2X5 1.27mmﾍｯﾀﾞ

BOOT,NISP 2mm V M22-2010205 HARWIN 2 SIL2V2mm

図5-2. ATAVRAUTO300組立図
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